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特定外来種マップ (H20.3.7公表)
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特定外来種マップの見かた
○河川水辺の国勢調査（平成13年～平成17年）により確認された外来生物の一覧表

を記載
○外来生物法で指定された特定外来生物については、種名と確認位置を記述

拡大イメージ

注）ハッチングは特定外来生物

ブルーギル

オオクチバス

特定 要注意
エゾノギシギシ ●（不足）
ハリエンジュ ●（総合）
アレチウリ ●
メマツヨイグサ ●（不足）
コマツヨイグサ ●（不足）
オオフサモ ●

植　　　物

種名
※外来生物法
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木曽三川の外来種の進入状況等について

・現在までに木曽三川の直轄管理

区間で確認されている外来種は

336種、うち特定外来種は13種

注：（）は近年の調査では確認されていない種

分類 種名
カダヤシ
ブルーギル
オオクチバス

底生動物 カワヒバリガイ
オオキンケイギク
アレチウリ
オオフサモ
（オオハンゴウソウ）
オオカワヂシャ
（ボタンウキクサ）

両生類 ウシガエル
ヌートリア
アライグマ

植物

哺乳類

魚類

確認されている特定外来種一覧

・木曽川では247種、うち特定外来

種は10種

・長良川では257種、うち特定外来

種は13種

・揖斐川では262種、うち特定外来

種は11種
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外来種対策の基本的な流れ（案）

特定外来種マップの公表（木曽川上・下流河川事務所）

検討会の設置（NPO等との連携）

外来種対策（地域の方々等との連携）

・近年の水辺の国勢調査データを基に特定外来種マップを作成しました。
・木曽三川には多くの外来種が侵入してきており、地域の方々等と連携した対策が必要であ
るということを多くの方に知っていただくために公表しました。（記者発表平成20年3月7日）

・NPO、漁協、学識者等を含めた外来種検討会(仮称）を設置し、外来種の侵入状況等の情報

共有をするとともに、対策の方法や優先度、連携・分担等について検討します。

※ホームページへのアップ（木曽上・下）

・事務所のホームページで情報を公開しました。（記者発表と同日）
・地域の方々等から外来種に関する情報をお寄せいただき、今後も内容を充実させてい
きます。

・検討会の結果を受けて、広く地域住民等の協力いただきながら対策を行います。また、対策
後の状況をモニタリングし、その結果についても検討会にフィードバックし、今後の適正な外
来種対策に繋げていきます。
・平成２０年度は、試験的な取り組みを拡大したいと考えています。

※現在時点修正中
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木曽三川の外来種関係新聞報道
岐阜新聞平成19年11月2日 朝日新聞平成19年3月13日岐阜新聞

平成19年3月8日
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特定外来種（ｵｵｷﾝｹｲｷﾞｸ）の駆除が課題

国営木曽三川公園 かさだ広場（木曽川：岐阜県各務原市）

植生調査：3箇所（21m×30m）、出現種の高さ・被度

ｵｵｷﾝｹｲｷﾞｸ調査：10箇所（2×2m）、生育・開花状況、種子数等

調査場所等

平成18～19年度：植生調査、ｵｵｷﾝｹｲｷﾞｸ調査
平成20年度：効率的・効果的な管理方法（駆除方法）の検討

調査年度
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今後の予定【効率的・効果的駆除方法の検討】

今年度は、調査・検討期間【3年】の最終年度となるため、ｵｵｷﾝｹ

ｲｷﾞｸの効果的・効率的な駆除方法等について検討する予定
今後の予定

植生調査結果 オオキンケイギク調査結果


